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総事業費

実績 実績

実績 68 実績 130

千円

事務事業評価シート 事業種別 継続 単独 事業類型 Ⅰ ソフト事業 １次評価のみ対象分

コード 名               称 区分 コード 名            称

事業名 113 俳句啓発推進経費
会計 01 一般会計

款 02 総務費

基本施策 35 文化・芸術により、豊かな感性と創造性を育む
項 01 総務管理費

目 08 芭蕉顕彰費

施　策 4 松尾芭蕉を核とした地域づくりの推進
細目 103 俳句啓発推進経費

細々目 01 俳句啓発推進経費

基 本 計 画 該 当 頁 140
担当部課

コード 550100 評価者
氏　名

塚脇　逸子 連絡先
45 - 3189

行革大綱の重点事項番号 1 名称 伊賀支所総務振興課 (内線)

事業の計画・内容

事
業
目
的

対象等（何が、誰が） 成果（どうなるのか）

市民、俳句団体、観光客 俳句に親しむ機会を提供することにより、市民等が郷土の歴史や文化の魅力に触れ、郷土に対する理
解と愛着を深める。また、俳句を通して芭蕉を愛し、顕彰している地としてのＰＲができる。

（※対象件数 ）

開始年度 平成 年度 関連事業

終了

本
年
度
事
業
内
容

年度 平成 年度 根拠法令・要綱等

１　投区箱を設置し回収し、選句して優秀作品には商品を送付。
２　芭蕉関連施設の清掃等の管理を地元団体等に委託。
３　春季俳句大会の委託。
４　芭蕉の俳句懸垂幕の掲示

状
況
変
化
等

平成１９年度から、俳句大会は春と秋２回開催していたのが、秋１回となり伊賀支所が執行する。

整備内容 事業実績

活動指標 単位
1 建設用地 実績値 目標値

2 建設面積（延床面積）

俳句大会開催回数 回

H17 H18 H19

1

H20

1
3 規模・構造 目標 ― 目標 2

懸垂幕掲示回数 回

実績 2 実績 2

4 4
目標 ― 目標 4

運営体制

投句箱設置数 個

実績 4 実績 4

7 7
運営主体 目標 ― 目標 7
　委託先 （ ）

清掃等の委託施設数 箇所

実績 7 実績 7

2 2
2 配置（予定）人員 人 目標 ― 目標 2

3
4 市内の類似施設
年間運営費 千円 実績 2 実績 2

目標 ― 目標

評価指標

事業の成果を測る指標 指標設定の考え方 単位
実績値 目標値

投句箱投句数
支所管内の観光施設等に設置の投句箱の投句数により、事業の成果を

句

H17 H18 H19

500

H20

550
目標 343 目標 360

俳句大会参加者数

図ります。

俳句大会の参加者数により、事業の成果を図ります。 人

実績 343 実績 530

90 95
目標 68 目標 70

評価
評価項目

必要性

ポイント

3

評価項目についてのコメント

長く伝統行事として続いてきた「しぐれ忌」の一環として行っている事業。俳句愛好者の発表の良い機会であり、俳句のまち伊賀市の振興に必要な事業。

有効性 3 俳句のまち伊賀市で俳句愛好者も多いが、平素の句づくりの発表の場として、また交流の場として有効である。

達成度 3 このような機会を継続することにより、俳句愛好者を増加させ、地域振興を図っている。

効率性 3 ぎりぎりの予算で運営している。

総合評価 事業の方向性 改善についての取り組み

Ｃ 変更 平成１８年度まで、年２回開催されていたのを年１回にしたが、年１回の開催は俳聖松尾芭蕉の生誕地として必要である。

進
　
捗
　
状
　
況

年度

事
業
内
容

平成１７年度 決算内容 平成１８年度 決算内容 平成１９年度 計画内容 平成２０年度 計画内容
事 業 内 容 数量 単位 金  額 事 業 内 容 数量 単位 金  額 事 業 内 容 数量 単位 金  額 事 業 内 容 数量 単位 金  額

委託
　 (千円) 　 (千円) 　 (千円) 　 (千円)

施設管理委託料 399 施設管理委託料 399 施設管理委託料 399 施設管理委託料 399
需用費 223 需用費 484 俳句大会委託料 373 俳句大会委託料 373

工事
報償費 80 報償費 112 需用費 266 需用費 266
その他 68 その他 41 報償費 80 報償費 80

その他 57 その他 57

進捗率
(％) 事業費計(A) 　 Σ 770 事業費計(A) 　 Σ 1,036 事業費計(A) 　 Σ 1,175 事業費計(A) 　 Σ 1,175

事業投入人員 人件費（Ｂ） 0.2 人 1,440 人件費（Ｂ） 0.2 人 1,440 人件費（Ｂ） 0.1 人 720 人件費（Ｂ） 人 0

フルコスト　（Ａ）＋（Ｂ） 2,210 2,476 1,895 1,175

事業費（人件費除く）の財源内訳
（Ａ） 事      業      費 770 1,036 1,175 1,175

Ａ
の
財
源
内
訳

国庫支出金
県 支 出 金
地   方   債
受益者負担
そ   の   他 600 600
一 般 財 源 170 436 1,175 1,175
計 770 1,036 1,175 1,175

備
考

特定財源の名称・補助基本額・率
地方債の区分と充当率等 芭蕉翁顕彰事業基金繰入金 芭蕉翁顕彰事業基金繰入金

民間委託等指定管理直営


	Sheet1

